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平成 28年度の経過
熊本地震発生後の熊本城緊急工事内容

頬当御門の石材撤去作業と安全対策

熊本城内の緊急工事写真

○民間の敷地や道路に崩落した石垣の回収。　　　　　　 ○飯田丸五階櫓など建物の倒壊防止作業。
○地盤亀裂への雨水対策のため白色シートでの養生工事。  ○天守の早期復旧のため、工事車両道路の確保。
以上４点を中心に優先箇所を選択しながら、工事を実施してきました。

熊本市／熊本城総合事務所　　　  電話：096-352-5900
熊本城調査研究センター　電話：096-355-2327

平成 29年春

①崩落状況の記録（写真測量）

⑧モルタル吹付け⑧モルタル吹付け

本丸広場の雨水
対策シート養生
本丸広場の雨水
対策シート養生

南大手櫓門の
倒壊防止工事
南大手櫓門の
倒壊防止工事

ワイヤーで
倒壊防止
（右から）
田子櫓・七間櫓

ワイヤーで
倒壊防止
（右から）
田子櫓・七間櫓

天守閣復旧への
スロープ設置
天守閣復旧への
スロープ設置

⑨防護ネットによる安全対策⑨防護ネットによる安全対策

⑥石垣撤去作業完了　　　⑥石垣撤去作業完了　　　

②崩落石材の番号付け　 ③崩落石材の測量（光波などのデジタル測量）③崩落石材の測量（光波などのデジタル測量） ④崩落石材の撤去（１石ごと玉掛けして吊り上げ）④崩落石材の撤去（１石ごと玉掛けして吊り上げ）

⑤石材置き場に仮置き　⑤石材置き場に仮置き　

⑦保護シート（不織布）の設置⑦保護シート（不織布）の設置

市役所14階からは、熊本城全体をご覧になれます。

熊本城見学
エリア

熊本城
～復興に向けて～

二の丸・天守閣ルート（歩行のみ）
周遊ルート（歩行のみ）
シャトルバス運行ルート
立ち入り禁止区域（平成29年 3月）



■熊本城データ ■特別史跡　熊本城跡

広　　　さ　旧城域　約 98ha（うち特別史跡 51.2ha）

形　　　式　平山城

天　　　守　大天守 3層 6階地下 1階、小天守 3層 4階地下 1階

　　　　　　（昭和 35 年鉄筋コンクリートにて再建）

重要文化財　13 棟（宇土櫓、田子櫓、七間櫓、十四間櫓、四間櫓、

　　　　　　源之進櫓、東十八間櫓、北十八間櫓、五間櫓、不開門、

　　　　　　平櫓、監物櫓、長塀）

熊本城は加藤清正により、関ヶ原の戦いの頃には現
在の位置に築城され始め、慶長 12（1607）年に完成
したとされます。周囲 5.3km、総面積98haに及ぶ広
大な城郭で、往時は大小天守をはじめ、櫓 49、櫓
門 18、城門 29 がありました。明治 10 年（1871）、
西南戦争開戦直前の火災により、大小天守・本丸御
殿などを焼失しました。現在、宇土櫓をはじめ 13
棟の建造物が国の重要文化財に、熊本城全域が特別
史跡に指定されています。

熊本城　災害の歴史
熊本城が災害により被害を受けたのは初めてではありません。寛永2年（1625）に発生した地震では、天守や石垣が破損し、
火薬を納めた煙硝蔵が爆発するという被害がありました。さらに、大雨や洪水でも、たびたび被害を受けています。また、
明治 22 年（1889）の地震では、石垣 42 箇所で崩落、20 箇所で膨らみが生じ、崖 7 箇所が破損したという、詳細な記録
が残されています。被害の復旧には多額の費用が必要でしたが、当時熊本城を管理していた陸軍により、修復が行なわ
れました。

明治 22 年（1889）の地震
による熊本城の被害の報
告書。報告書の最後には
1/1200 縮尺の図（下図）
があり、石垣が崩落した
場所を黄色、膨らみが生
じた場所を赤色で塗り分
けています。

◀「震災ニ関スル諸報告」
（宮内公文書館所蔵）

▲本丸中心部の被害状況（図の左が北を示す）

▲旧熊本城西出丸　第六師団火薬庫崩壊之景

▲旧熊本城飯田丸　第六師団弾薬庫上石垣崩壊之景

▲旧熊本城闇ガリ　第六師団本部石垣崩壊之景
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種　類 被害数量 内　容  

重要文化財建造物 10棟  長塀80ｍ崩壊、９棟は瓦・外壁落下など  

復元建造物 ７棟 天守閣瓦落下、壁ひび、塀崩壊など 

石垣  崩落６箇所 膨らみ・緩み多数 

※前震での被害を含む

種　類 被害数量 内　容 

重要文化財建造物 13棟  倒壊2棟、一部倒壊3棟。他は屋根・壁破損など  

復元建造物 20棟  倒壊５棟。他は下部石垣崩壊、屋根・壁破損など 

石　垣 崩落・膨らみ・緩み 517面  

(うち崩落50箇所、229面)  

約23,600㎡（全体の29.9％）  

(うち崩落約8,200㎡（全体の10.3％））

地　盤 陥没・地割れ70箇所  約12,345㎡ 

便益施設・管理施設 26棟  屋根・壁破損など 

平成28年４月14日  21時26分「前震 Ｍ6.5」  平成28年４月16日 1時25分「本震 Ｍ7.3」

熊本城全体の石垣 ： 973面、約79,000㎡
特別史跡熊本城跡の土地面積：約512,000㎡  

「熊本城の地震被害」（平成29年3月）

続櫓倒壊、壁漆喰・床など破損
外壁ひび割れ、下部石垣崩落によるたわみ 角石のみで櫓を支えている

下部石垣崩壊によるたわみ、櫓台
石垣より東側全長崩落 堀東側の石垣全長崩落 無数の地割れを確認、前面石垣崩落

大天守の瓦崩落、大天守・
小天守台石垣の一部崩壊

東側 80m倒壊

東側櫓台石垣崩落による傾き 通路両面の石垣崩落 3ヶ所で崩落、石材が市道を塞ぐ
（8月 1日開通）

ほぼ全長にわたる崩落（8月1日開通）

通路両面の石垣崩落

石垣崩壊による櫓倒壊

石垣崩壊による櫓倒壊
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